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液体金属の過冷状静の性質は,金属の融解凝固現象 と密殺に的連.して,基礎

的物性あるいは冶金学的応用いずれの立場から.も秘めて衷味ある研究課夢であ

るム一般に金属液体を微細滴にす ると容易に著しい過冷状静が実現することは

よく知られてい る.1)･2)したが って,微細滴試料を必要 とす る金巌のNMRは

過冷状態の研究手段 として有利な方法である 5_0 Ga.(m.p.-29･白oc)は

玩 ik-で も,､もともと過冷 しやすい金属 として有名であるが,これを 10ミク

ロジ程度め短径の微細滴にす ると実に-60Joc附近まで容易に過冷するO しか

も奇妙なことに Gaの過冷液体は凝画させ る温度に対応して結晶構造の異なっ

た守種類の結畠IGam ･Ga(B)ならびに Ga(M),tに夫々凝固す 850)～6)5桂
類め-Ga結晶の凝固温度範臥 結晶構造 ,密度を Tablelに示す0本研究で
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Telble 1

TemperaltuTe
ra′nge

Comparison ofliquidla,nd･solid

phases OfGa

Ga-1iq_uid-

FF≧29.78℃r

【 】

C.N. A
9 2.84

CrySt8l
Structure

Coord_irほ,tion
number ei.nd.
Atorrlic
ais上a,nee

Gaロト solid_ Ga,脚-solid.

卜イ 6.5--55.6℃

17

I;2h
OTtlhorhomtic

C.N. Å_
2 2.68
4 2.85
2 2.9口
2 5.17

29.78--16.5℃

OrLhorhorrL-也_C･

C.N. 見
1 2.44
2 2.70
2 2.74
2 2.795

L･ensity 5.92g/cc

Ga(脚-solia

≦-55.6℃

6.25免/cc 6.205/tc.

紘,過冷状鮭におけ る液体 Gaの NMモミ,帯磁率 .電気抵抗 ならびに密度を測

定し,過冷に ともな う構造変化について考察するこ●とを目的 とす る｡

さて rlま 9 の Knigh･JShinuは,Fig.1に示す ように,通常液 体状鮎で
は温度の低下に ともない直線的に増大す るが,過冷状啓に入ると直線から偏差

しはじめ温度変化が減少す る傾向を示す c Knight Shif.七の温度依存性は伝

導電子のスピン常磁状帯磁率 xpならびに Fermi enerとry をもつ電子が原子

核の位野に存在す る確率 pFの温度依存性に支配 され る･｡測定された帯磁率に

イオン穀ならびに IJan'i･eu の反磁性を補正した ものを xr,.とみなせば,これ と

ftTlight Shiftの測定値を組み合わせて PVを求め ることができる. Fig･2

にこうして求めた F'F の温度依存性を示すopFは温度に･# して直線的に変化

す るが, 20℃附近にクニックが現われ ,これを串界にして勾配が変化 してい

るOこれは過冷状鮎に入 ると Ge.,液体の構造に翠化が生 じた鹿果であると解釈

できるO と云 うのは,'PFは核の位置すなわちイオンの位置に伝導電子せ 兄い

出す確率であ るか ら, イオン配列すなわち構造に直接結びついている量である

か らであるQtしかし, 電気抵抗ならびに密度の温度依存性は蝉冷状酎 こ入って

もNMRてこ対応す る変化を全 く示 さない.それ故に,上記の NMfiからの結論
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には疑義が残らないわけではな く,直接的証拠を与えて くれ る精密なⅩ線回折

測定が期待され るゆえんである｡
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｢液体金属 の輸走現 象｣

京大埋 遠 藤 裕 久

液体金属の輸走現象に恥 しての Zimaま)の理論は液体金鹿の多 くの実験結果

の解折や理解に役立ってきたOしか しながら nea.fly free eleCtrOn近似

が,電子の平均 自由距鹿が平均原子間距種に近い St),Biの ような金厳では

妥当であるか どうかは可成 り疑わしいし,figの掛抗の圧力変化,不純物効果

等の問題については Zima.nの理論は矛盾をきたす ようであるし,最近の
2)
idott による帝告 もあって ,理論的にもまだまだ未解決な状辞である.

一方実験的立場からみ ると電気抵抗,ホール係数, Nrt/iR ,ESFL,暖電子

消滅法による電子運動量分布の測定等多 くの精度の高い音夜体金属の物理的性質

についての鮭巣が報告 されてい るが軟体が固体状態 とどの ように遭 っているか

を明瞭に浮きぼ りにした excitingな実験は殆んどみられないのではなかろ
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